






























ためである」（ §23)1 ） 。けっしていわゆるゲーム （遊び
あるいは駆け引きなど）がそれの性格をなすと考えでは
ならない。この『哲学探求J 第 1 節では、人に「 5 個の
赤いリンゴJ と書いた紙を持たせて店に買い物に行かせ
る例が出ている。その紙を受け取った店の者は、その指
示通りに「 5 」 「赤」 「りんご」を確かめながら （たと
えば「 5」ならば、数を 5 まで数え上げながら）、赤い


























































































































































る。 『実践j の語はここでは、 『理論においてと実践に
おいてj という語句と同様の意味で用いられている。 J 6) 



















































































































































































































































































われは考える 。 そのさ ら に詳細厳密な考察も、今後の課
題としたい。
注
1 ） 以下 5 の記号を付して示すのは、すべて『哲学探求』
の節番号である。 また引用文中の〔 〕内は、われわれ
の補足である 。
2) 『断片j 5 4 5 項
3 ） これはすでに多くの研究者が指摘していることであ
るが（たとえば、 C. McGinn, Wittgenstein on Meaning 
1984, p.43 あるいは Evon Savigny, Wittgensteins 
" Philosophische Untersuchungen ’' Ein Komm巴ntar ftir 
Leser Band I 1994, p.250 ） 、この点において、有名な
クリプキの解釈は誤りである、ということになる。 (Saul 
A. Kripke, Wittg巴 nst巴 in on Rules and Private 
Language 1982) 
4 ) Norman Malcolm, Wittgenstein on Language and 
Rules, inPhilosphy 64(1989), p.28 
5) Norman Malcolm, Nothing is hidden 1986, p.156 
6) G.P. Baker & P.M.S. Hacker, Scepticism, Rules, and 
Language 1984, p.20 
7) 同書， p.20
8) Stefan M勾巴tschak , Wittgensteins Denkweg 2000, 
S.227 




10) Severin Schro巴der, Das Privatsprachen-Argument 
1998, S.136 
11 ）たとえばクリプキは、 「規則に従っていると主張す
る人はだれでも、他の人々によってチェックされうるj
と語る。前掲書， p.101 )
＊ ウイトゲンシユタインの「規則に従う」論および私的言語論から見えてくること 子野日俊夫
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